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この実施結果報告書は，まちづくり懇談会≪陽光地区≫における発言の要旨をまとめたものです。 

 

１ 開催日時 令和８年２月２０日（金）午後６時００分～（１時間程度） 

 

２ 開催場所 陽光地域コミュニティセンター 

 

３ 参加者数 ３５人（市出席者除く） 

 

４ 市出席者 市長，総合政策部長，広報官，地域まちづくり担当副参事，南市民活動センター所長，広報広聴課長 

 

５ 懇談内容 

 

（１）地域代表あいさつ  陽光地区まちづくり推進協議会 会長 

 

（２）市長あいさつ・市の取組紹介 

 

（３）地域意見 

№ テ ー マ 所管課 

１ 自治会１１０番の設置について みんなでまちづくり課，広報広聴課 

２ カラス駆除及びゴミボックスについて 農林生産流通課，道路管理課，ごみ減量課 

 

令和７年度 第９回まちづくり懇談会《陽光地区》実施結果報告書 



 

（４）当日意見 

№ 要   望 所管課 

１ 日環アリーナのバス停留所について 交通政策課 

２ 陽南中学校の武道場の雨漏りについて 学校管理課 

３ 子供向けプールの整備について スポーツ都市推進課，学校管理課，学校健康課 

４ 自治会への支援について みんなでまちづくり課 

５ 福祉協力員の継続確保について 保健福祉総務課 

６ ゴミボックス設置状況の確認について 道路管理課，ごみ減量課 

７ 高齢者の外出支援について 高齢福祉課 

８ 飛行場隣接住宅街の防犯灯について 生活安心課 

 

 

（５）市長謝辞 
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まちづくり懇談会（陽光地区）における意見及び回答の要旨 

開催日時：令和８年２月２０日（金）午後６時００分～ 
場所：陽光地域コミュニティセンター 

参加者数：３５名 

◇地域意見 

№ 意見の概要 回答の概要 

１ 自治会１１０番の設置について 

・地域で支えあう自治会条例の施行に合わせ，支援担当職員

を増員したと聞いている。地域課題を自治会だけで対応す

ることは非常に難しい場合があるため，専門的な知識を持

ち，ワンストップで支援を提供できる体制として「自治会

１１０番」を設置していただきたい。 

・市役所は相談内容ごとに窓口が異なっており，課題解決に

至るまで市役所内の様々な窓口を自治会長が渡り歩くこと

になる。 

・複数の部門にまたがった相談を行う際，市民としては困難

を感じることが少なくないため，横断的に対応できるワン

ストップ窓口があれば非常にありがたい。 

・「自治会１１０番」が設置されることで，地域課題解決のノ

ウハウがそこに蓄積され，さらにそのノウハウを市全体へ

横展開することも可能となる。 

 

 

 

【市長】 

・市公式ＬＩＮＥに「教えてミヤリー」いう仕組みがある。

AI が質問を聞き取り，回答を重ねることで徐々に成長する

仕組みのものなので，こちらもぜひ活用していただきたい。 

・また，まちづくり支援担当職員としては約７０名以上を配

置している状況であり，陽光地区においては南市民活動セ

ンターが取りまとめをしてワンストップで対応できる体制

を整えている。本庁まで足を運ばず済むよう，南市民活動

センターにおいてワンストップで対応できるようになって

いるため，今後は是非センターを利用していただきたい。 

・なお，災害時の相談についても，現在の被災者支援制度一

覧を改良して対応可能な体制を整えているので，そういっ

た時もセンターに御相談いただきたい。 

 

（所管課：みんなでまちづくり課，広報広聴課） 
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２ カラス駆除及びゴミボックスについて 

・２０２０年，西川田にカンセキスタジアムが完成したが，

夕方近くになると屋根に大量のカラスが集まってくる。カ

ラスはしばらく屋根で過ごし，暗くなると隣接する西川田

公園へ移動して公園内の木々の中をねぐらにして過ごして

いる。  

・火曜日と金曜日には生ごみの収集が行われているが，これ

を狙ってカラスがいたずらをしてごみを食い散らかす被害

が発生している。 

・緑４丁目には合計２１か所のごみステーションがあるが，

その中の１４か所に折り畳み式のごみボックスを設置し，

カラスによる被害はほぼ解消されているものの，対応が済

んでいない残りの数か所についても導入を進めたいと考え

られている。  

・ただし，緑４丁目の多くのごみステーションが広い場所を

確保できないため路上を利用しており，設置の際には道路

管理課への申請が必要である。  

・ごみボックスの設置に関しては，以前は申請を行えば許可

が比較的容易に下りていたが，ここ数年で条件が厳しくな

り，「使用していない時には必ず片付けること」という条文

が加えられてしまった。 

・話し合って当番で片づけることも検討したが，現実問題と

して難しい。そのような理由でごみボックスの普及が止ま

っているため，条件の緩和など検討してほしい。 

【市長】 

・カラスを駆除できないかという相談も頂いた事があるが、

鳥獣保護管理法により，農作物に深刻な被害がある場合や

人を襲う場合を除き、捕獲してはならないという事になっ

ている。 

・また，折り畳み式ごみボックスだが，「道路上に工具物は置

いてはいけない」と法律で定められており、警察にも相談

して「ごみボックスの使用後は片づける」という条件にな

っている。交通事故等を防ぐためであり，これは守って頂

かなければならない。 

・ごみステーションのカラス対策としては、市で事例をまと

めた『カラス対策ガイドブック』を作成しているが，カラ

スよけネットだけでも使用方法次第で十分効果があったと

いう話もある。 

・カラスは頭が良いので，ネットに隙間があると簡単にはが

してしまう。業者によると，ネットにバーを付ける対策も

あるが，バーは隙間ができやすいため，ネットの縁に鎖や

リング状の重りを付ける方が良いそうである 

・私の体験ではあるが，ネットを広げて真ん中位にごみを置

いて畳み，ネットが重なった所に石を４つ置くというやり

方で，カラスによる被害を防げている。ごみボックスを置

けない場合は上手くネットを使っていただきたい。 

 

（所管課：農林生産流通課，道路管理課，ごみ減量課） 



 
 

3 

◇当日意見 

№ 意見の概要 回答の概要 

１ 日環アリーナのバス停留所について 

・日環アリーナからの宇都宮駅や雀宮駅行のバスが 1 時間に 1
本あるかないかで利用しにくいと感じている。 

 

【市長】 

・関東自動車株式会社が地域の要望等を踏まえて，最寄りで

ある雀宮駅行きのバス路線を作って運行している。 
・市からも補助金を出しているが，民間の事業者であるため

赤字になると運行本数を少なくしないとならない。 
・今回の御意見は関東自動車に伝えさせていただくが，路線

の維持のためにも沢山御利用いただきたい。 
 
＜所管課による後日対応＞ 

・関東自動車に運行本数の要望についてお伝えした。 
（所管課：交通政策課） 

２ 陽南中学校の武道場の雨漏りについて 

・陽南中学校の武道場が雨漏りしているので修繕してほしい。 

【市長】 

・宇都宮は全国に先駆けて，市内中学校２５校の普通教室，

特別教室，体育館に冷暖房を設置したところである。 

・武道場についても昨年度から設置を進めており，おそらく

今年の夏休み前には２５校の全ての武道場に冷暖房が設置

になると思う。 
・現在その工事を進めているところなので，併せて雨漏りの

修繕ができるよう，市の方から工事業者等に相談をして早

めに直させていただく。 
 

＜所管課による後日対応＞ 

・武道場の雨漏りについて，早急に確認するよう依頼し，事

業者による現地確認を実施。 

・雨漏りの原因を調査のうえ，対応を検討する。 

（所管課：学校管理課） 
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３ 子ども向けプールの整備について 

・陽南プールや壬生町のふれあいプールが無くなってしまい

子どもを連れていくとなると，真岡市の１万人プールまで

連れて行かなくてはならず大変である。 

・陽南地区に子どもたちだけでも行けたり，小さな子どもを

連れた保護者の息抜きの場になるようなプールを整備して

ほしい。 

 

【市長】 

・市内の公営プールとしては，学校のプール，駅東のプール，

県のプールがある。駅東のプールであれば，１万人プール

よりも近いのでそちらも御利用いただきたい。 

・また，近年，猛暑等によりプールを利用できず，小中学校

において，プールの授業予定を変更する場合もあるため，

全天候型プールの整備を考えている。 

・学校のプールの整備には，１つあたり３億円ほどの費用が

掛かり，中学校２５校，小学校６９校の全てを修繕し続け

ることも難しいため，東・西・南・北・中央に全天候型プ

ールを整備し，最寄りの小中学校の授業において活用でき

るようにする。 

・子どもたちが利用する時間以外は，地域の方々にも御利用

いただけるようにしていくので，整備に時間は掛かるが御

理解いただきたい。 

（所管課：スポーツ都市推進課，学校管理課，学校健康課） 

４ 自治会への支援について 

・自治会条例を施行していただき感謝申し上げる。 

・今年度は参加や周知を促す活動をしたと思うが，自治会参

加後の活動への支援として，来年度以降に考えている施策

があれば教えてほしい。 

【市長】 

・自治会への支援として，自治会費を口座引落しにする際の

導入費用の補助を行っていることに加え，電子回覧板の導

入を検討している。 

・また，自治会会員の減少により自治会の合併を検討してい

る自治会もあることから，合併に要する費用の補助を考え

ている。 

・自治会あってのまちづくりだと考えているので，自治会に

入るメリットをこれからも作っていきたい。 

 

（所管課：みんなでまちづくり課） 
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５ 福祉協力員の継続確保について 

・福祉協力員は自治会長と地区の福祉協議会会長の推薦によ

り委嘱しているが，後継者の人選に苦労している。 

・福祉協力員は多岐にわたる活動をしており，守秘義務の観

点から誰にでも任せられるものではない。 

・第２層協議体で活動費の一部助成などは行っているが，福

祉協力員を継続的に確保できる妙案は何かないか。 

【市長】 

・宇都宮市では，2,350 名の福祉協力員の方々に御協力いただ

いている。 

・この制度は平成４年に宇都宮市社会福祉協議会で作られた

ものであり，社会福祉協議会において活動助成金の交付の

ほか，担い手確保のための啓発活動やボランティア担い手

育成講座を行っている。 

・市としては，社会福祉協議会が作成する担い手募集のパン

フレットの作成や，研修会の開催を支援しているところで

ある。 

・福祉協力員は欠かせない方々であるので，社会福祉協議会

と寄り添って支援をしていきたい。 

（所管課：保健福祉総務課） 

６ ゴミボックス設置状況の確認について 

・ゴミボックス設置の条件が段々と厳しくなってきているが，

側溝上に木箱を置いたままにしているところもある。 

・申請は厳しくしているようだが，申請通りに利用している

かの確認も定期的にお願いしたい。 

【市長】 

・しっかりと確認できるよう体制を作っていきたい。 

 

 

（所管課：道路管理課） 

７ 高齢者の外出支援について 

・高齢者の方が多いため，外出時に車での送迎が必要になる。 

・事前に申請することで行きたいところに行けるような交通

手段を市の方で整備してほしい。 

【市長】 

・市では，高齢者を含めて車の運転ができない方でも自分の

力で出掛けることができる，公共交通を基本としたスーパ

ースマートシティを目指している。 

・最も身近な交通手段である地域内交通が１６地区に設置さ

れたが，市街地では今のところ２地区のため，陽光地区で

も是非検討いただきたい。 

・デマンド型の地域内交通であれば，ドアツードアで電話を

すれば迎えに来てくれるほか，高齢者外出支援事業のポイ
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ントも今後使えるようになる。 

・また，高齢者の外出支援として，令和９年度からマイナン

バーカードを利用してタクシーに乗れるようにしていくの

で御利用いただきたい。         

（所管課：高齢福祉課） 

８ 飛行場隣接住宅街の防犯灯について 

・とちのき団地の飛行場添いの約３００ｍ，幅６ｍの道路は，

航空法による制限から電柱・防犯灯が一切ない。 

・夜は真暗な状態になってしまい，盗難未遂事件も発生して

いる。 

・防犯灯設置には，生活安心課，道路管理課，防衛省，警察

など多くの窓口との折衝が必要になるうえ，電柱を一から

建てる費用も自治会に厳しい。 

・地域住民も防犯灯設置を強く望んでいるので，何とか後押

ししていただきたい。 

【市長】 

・自衛隊駐屯地周辺では高さ制限がありマンションや電柱が

建てられなくなっている。 

・市として防犯灯設置のために駐屯地に問い合わせるととも

に，場合によっては防衛省にも話をしていきたい。 

・もし建てられる場合は，防犯灯の支柱や照明器具に補助が

出るので，そちらを活用して設置していただきたい。 
 
＜所管課による後日対応＞ 

・陸上自衛隊北宇都宮駐屯地へ今宮１丁目自治会の要望を伝

達し，申請にあたっての流れ等の聴取と併せて，自治会が

相談や申請に来た際の特段の配慮について依頼。 

・申出人に，陸上自衛隊から聴取した「設置場所によって，

建築出来る高さが変動する」「具体的な設置場所を相談に来

てもらえれば，設置できる高さを示せる」という話を伝達

し，設置場所を決めてから，自衛隊に相談するようお伝え

した。 

（所管課：生活安心課） 

 


